
日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議

団
は

日
、
皆
川
治
市
長

15

に
「
参
院
選
で
の
大
沼
瑞

穂
氏
支
援
表
明
」
と
、「
自

衛
官
募
集
の
情
報
提
供
」

の
２
つ
の
問
題
で
、
文
書

で
緊
急
の
申
し
入
れ
を
行

い
懇
談
し
ま
し
た
。

「
現
職
議
員
に
お
願
い

す
る
場
面
多
く
、
特
に

問
題
な
い
か
ら
支
援
」

懇
談
の
中
で
皆
川
市
長

は
、
「
私
は
特
定
の
政
党

に
所
属
は
し
て
い
な
い

し
、
今
回
の
支
援
表
明
で

も
市
民
党
と
し
て
の
立
場

は
変
わ
ら
な
い
。

共
産
党
だ
ろ
う
が
自
民

党
だ
ろ
う
が
、
特
定
の
政

党
を
排
除
す
る
考
え
は
な

い
。地

方
自
治
の
本
旨
は
理

解
し
て
い
る
が
、
市
長
と

し
て
地
方
の
実
情
を
き
め

細
か
く
国
に
伝
え
て
い
く

た
め
に
も
、
現
職
の
国
会

議
員
に
お
願
い
す
る
場
面

は
多
い
。

県
内
の
市
長
の
多
く
が

有
志
と
し
て
支
援
に
動
く

と
い
う
中
で
、
桜
田
・
前

五
輪
大
臣
の
よ
う
な
大
き

な
問
題
が
あ
れ
ば
支
援
で

き
な
い
が
、
議
員
と
し
て

特
に
問
題
は
な
い
の
で
支

援
す
る
こ
と
に
し
た
。
」

と
述
べ
ま
し
た
。

「
自
民
現
職
支
援
」
は

短
絡
的

各
議
員
か
ら
は
、
「
有

志
の
会
な
の
だ
か
ら
、
入

ら
ず
に
中
立
を
保
つ
こ
と

は
で
き
な
い
か
。」

「
ど
こ
に
も
所
属
し
な

い
か
ら
応
援
し
て
い
る
と

い
う
市
民
は
多
い
。」

「
自
民
党
参
議
院
議
員

の
支
援
と
市
民
党
の
立
場

は
矛
盾
し
な
い
か
。」

「
市
民
に
説
明
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
」
な
ど
疑
問
を
述
べ

ま
し
た
。

市
長
は
「
市
長
選
挙
で

は
政
党
の
支
援
を
受
け

ず
、
自
民
党
の
人
か
ら
共

産
党
の
人
ま
で
幅
広
く
応

援
を
い
た
だ
い
た
も
の

で
、
（
特
定
の
党
派
に
偏

っ
た
と
い
う
誤
解
を
持
つ

人
も
お
り
）
市
民
党
の
立

場
が
理
解
さ
れ
、
矛
盾
し

な
い
。

市
民
の
疑
問
が
あ
れ
ば

き
ち
ん
と
答
え
て
い
く
」

な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

市
議
団
は
、
「
国
政
と

の
連
携
」
は
理
解
す
る
と

し
て
も
、
「
大
沼
瑞
穂
氏

の
支
援
」
は
短
絡
的
で
あ

り
、
国
と
市
町
村
は
対
等

の
関
係
に
あ
る
の
で
、
毅

然
と
し
て
国
政
に
向
き
合

う
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供

「
県
内
他
市
と
同
様
に

対
応
」

自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供

の
問
題
で
は
、市
長
は
「
３

月
議
会
一
般
質
問
で
山
田

守
議
員
に
答
え
た
と
お

り
、
県
内
他
市
と
同
様
、

法
令
を
踏
ま
え
た
対
応
を

し
て
い
る
」
と
答
え
ま
し

た
。
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平成３１年４月１５日

鶴岡市長 皆川 治 殿

日本共産党鶴岡市議団

市政執行に当たっての緊急申し入れ

１、夏の参院選県選挙区における自民現職大沼瑞穂氏の支

援組織設立報道について

山形新聞 4/11 付記事の中で、皆川治市長は、「市民党の
立場は変わらないが、市長として政権与党にお願いするこ

とは多く、国政との連携を重視する」と大沼氏を支援する

意思を明確にした。と報道されています。

政権与党は新自由主義的政策による農山漁村の切り捨て

と格差拡大社会をつくりだし、鶴岡市政の最重要課題であ

る農業再生や人口減少問題にとって、明らかに難局を生み

出した張本人と考えます。

沖縄に見られるように、強権によって地方の民意を押し

つぶす手法は、沖縄以外にも波及することが懸念されます。

鶴岡市長として、憲法の定める地方自治の本旨に則り、

沖縄のように毅然として国政に向き合うことを求めます。

２、自衛官募集に関わる情報提供について

安倍総理は、改憲で自衛隊を憲法に書き込み、自治体に

自衛官の協力を強制しようとしています。

自衛隊法は「都道府県知事及び市町村長は、政令で定め

るところにより、自衛官及び自衛官候補生の募集に関する

事務の一部を行う」（９７条）と規定しています。

しかし、同法施行令は自治体が自衛官募集の広報などを

行うことを定めてはいるものの、名簿提供に関しては「防

衛大臣は…都道府県知事又は市町村長に対し、必要な報告

又は資料の提出を求めることができる」（１２０条）として

いるだけです。自治体に名簿提出の要請に応じる義務はあ

りません。

全国で多くの自治体が個人情報やプライバシー権を保護

する観点から本人同意なしの情報提供に応じていないこと

は当然のことです。

鶴岡市は平和憲法と地方自治の原則に立って、自衛隊へ

の情報提供を見直すべきです。

以上、緊急な最重要課題に絞り、申し入れ致します。

皆川治市長（右）に申し入れ書を手渡す日本共産党

市議団の加藤鉱一団長（左）＝１５日、市役所内



羽黒庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
4月11日入札分

・平成30年災33-106執行坂地区ため池災害復旧工事(繰越明許)（羽黒
町手向字執行坂地内）（入札1業者）
藤建設(株) 2,360,000円（2,380,000円）工期～7/31（落札率99.16％）
・平成30年災33-2,33-111東山地区農地、道路災害復旧工事(繰越明許)
中止

・平成30年災33-5,33-6向山地区農地災害復旧工事(繰越明許)（羽黒
町川代字向山地内）（入札1業者）
(株)丸元建設 9,540,000円（9,540,000円）工期～8/30（落札率100.00％）

櫛引庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
4月11日入札分

・平成30年災33-21早坂地区農地災害復旧工事(繰越明許)
中止

・平成30年災33-15西野地区農地災害復旧工事(繰越明許)（たらのき
代字西野地内）（入札1業者）
(株)王祇建設 16,000,000円（16,090,000円）工期～9/30（落札率99.44％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
4月12日入札分

・市公共下水道事業及び集落排水事業 人孔工事（鶴岡市内）（入札11
業者）
山形空調(株) 13,000,000円（13,229,000円）工期～32/3/31（落札率98.27％）
・市公共下水道事業 汚水19I154～182号新設工事（滝沢地内ほか）（入
札9業者）
(株)三浦土建 117,800,00円（119,499,000円）

工期～32/3/23（落札率98.58％）
4月5日入札分

・市公共下水道事業 汚水7号幹線ほか改良工事（山王町地内ほか）（入
札4業者うち1業者辞退）
(株)佐藤工務 36,450,000円（36,592,000円）工期～9/20（落札率99.61％）

働くものの団結で生活と権利を守り、

平和と民主主義、中立の日本をめざそう！

第9０回メーデー鶴岡田川地区集会
日時 ５月１日(水)午前９時３０分開会

１２時４０分閉会予定

場所 鶴岡公園 疎林広場
小雨決行、荒天時は朝暘武道館大武道場にて

内容 集会・デモ行進・交流会

主催：第９０回メーデー鶴岡田川地区集会実行委員会

お問い合わせ 電話・ＦＡＸ２５-１８１６（鶴岡田川地域労連）

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

『
沖
縄
ス
パ
イ
戦
史
』
上
映

５
月

日（
金
）～

日（
木
）ま
ち
キ
ネ
で

10

23

「
標
的
の
村
」
「
標
的

の
島

風
か
た
か
」
な
ど

沖
縄
基
地
問
題
を
題
材
に

し
た
作
品
を
手
が
け
て
き

た
三
上
智
恵
監
督
と
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
大
矢
英
代

が
、
沖
縄
戦
の
知
ら
れ
ざ

る
真
実
に
迫
っ
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
『
沖
縄
ス
パ

イ
戦
史
』
が
上
映
さ
れ
ま

す
。

上
映
期
間

５
月

日
10

（
金
）
か
ら

日
（
木
）

23

ま
で

上
映
場
所

鶴
岡
ま
ち
な

か
キ
ネ
マ

前
売
券

１
０
０
０
円

当
日
券

１
７
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
の
お
求
め

は
、
共
産
党
地
区
委
員
会

ま
た
は
ま
ち
キ
ネ
窓
口
に

て
５
月
９
日
ま
で
発
売
。

第

回
市
立
荘
内
看
護

46

専
門
学
校
の
入
学
式
が
11

日
に
行
わ
れ
、

人
の
新

18

入
生
が
看
護
の
道
へ
踏
み

出
し
ま
し
た
。

式
典
で
鈴
木
聡
校
長

（
荘
内
病
院
長
）
が
「
医

療
機
関
や
福
祉
施
設
な
ど

地
域
社
会
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
知
識
、
技

術
を
学
ぶ
と
と
も
に
心
の

勉
強
に
も
励
み
、
心
の
優

し
い
看
護
師
を
目
指
し
て

３
年
間
過
ご
し
て
ほ
し

い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。皆

川
市
長
挨
拶
と
来
賓

祝
辞
に
続
き
、
在
校
生
が

歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
、
こ

れ
に
応
え
新
入
生
代
表
の

井
上
案
季
さ
ん
が
「
常
に

学
び
の
心
を
忘
れ
ず
、
信

頼
さ
れ
る
看
護
師
を
目
指

し
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
（
写
真
）

今
年
度
の
合
格
者
は
25

人
で
し
た
が
、
大
学
へ
の

進
学
等
の
事
情
に
よ
り
辞

退
者
が
多
く

人
の
新
入

18

生
と
な
り
ま
し
た
。

市
議
会
厚
生
常
任
委
員

の
加
藤
鉱
一
市
議
と
坂
本

昌
栄
議
市
議
が
出
席
し
ま

し
た
。

鶴
岡
市
議
会
全
員
協
議

会
が

日
開
か
れ
、
市
当

15

局
か
ら
「
令
和
２
年
度
鶴

岡
市
重
要
事
業

要
望
項

目
に
つ
い
て
」
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

国
と
県
に
対
し
、
次
年

度
の
市
の
重
要
事
業
を
毎

年
６
月
頃
に
要
望
し
て
お

り
、
今
回
は
総
要
望
件
数

件
（
前
年
比
７
件
増
）

66

と
な
り
ま
す
。

新
規
項
目
に
は
主
に
６

件
が
追
加
さ
れ
て
い
ま

す
。

・
若
者
の
地
元
回
帰
を
促

進
す
る
支
援
策
の
強
化

・
農
業
集
落
排
水
事
業
の

促
進

・
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及

拡
大
に
向
け
た
研
究
開
発

の
推
進

・
耕
畜
連
携
の
推
進

・
農
免
道
路
（
黒
川
２
期

地
区
）
の
整
備
促
進

・
森
林
境
界
明
確
化
に
よ

る
成
果
の
地
籍
調
査
へ
の

活
用要

望
は
５
月
に
確
定

し
、
５
月

日
庄
内
総
合

22

支
庁
へ
、
６
月

日
に
県

27

知
事
に
要
望
す
る
予
定
で

す
。


